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業績ハイライト ＰＬ

第１四半期結果 前年同期比較 減収減益も、理由明確

2013年3月期
1Q

2014年3月期
 1Q

2015年3月期
1Q

2016年3月期
 1Q

売 上 高 1,961 1,989 1,809 1,711

販 管 費 1,559 1,563 1,470 1,416

営 業 利 益 ▲ 36 25 29 2

経 常 利 益 ▲ 76 ▲ 11 1 ▲ 30

当期純利益 ▲ 84 ▲ 35 127 ▲ 64

 1Q 売上高 営業利益

予 想 1,813 ▲ 2

実 績 1,711 2

予 想 比 ▲ 102 ４

期初予想比較（単独）

理由① 不採算店閉鎖による売上減 （ゲーム３店舗閉鎖）
理由② 前期『アナと雪の女王』の大ヒットあり （ゲームにも好影響）
理由③ 前期給与制度見直しに伴う賞与引当金戻入約２０百万円営業利益上乗せ
理由④ 前期ゲームＬＰ事業の資産売却益約１４６百万円当期純利益上乗せあり
※予想比売上減理由 ＲＩＺＡＰとの連動による新プログラム開始の遅れ等

第１四半期結果 期初予想比 ほぼ予想通りの利益水準

連結影響２Ｑより開始
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業績ハイライト ＰＬ 四半期別トレンド

利益が第４四半期に偏る傾向 （１月・３月がベスト１・２）
理由①北海道内のインドアレジャーがまだまだ中心基盤
理由②固定比率高く、一定の売上超えるとほとんど利益が出る構造
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売上高・営業利益四半期別推移

営業利益 売上高
（単位：百万円）

全社 2016年3月期

１Ｑ ２Ｑ ３Ｑ ４Ｑ １Ｑ ２Ｑ ３Ｑ ４Ｑ １Ｑ ２Ｑ ３Ｑ ４Ｑ １Ｑ

売上高 1,961 2,122 2,067 2,219 1,989 2,162 1,991 2,102 1,809 1,858 1,758 1,937 1,711
営業利益 △ 36 74 21 165 25 84 24 133 29 59 51 182 23

2013年3月期 2014年3月期 2015年3月期
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業績ハイライト 売上高 四半期別推移

（単位：百万円）

売上高 2016年3月期

１Ｑ ２Ｑ ３Ｑ ４Ｑ １Ｑ ２Ｑ ３Ｑ ４Ｑ １Ｑ ２Ｑ ３Ｑ ４Ｑ １Ｑ

ＧＡＭＥ 747 840 790 871 766 857 748 811 592 655 580 615 550
フィットネス 581 588 583 585 601 600 589 586 589 574 550 567 555
ボウリング 279 273 298 380 290 271 304 352 246 242 286 359 244
施設管理 209 263 261 240 204 292 231 245 274 273 237 285 254
その他 143 156 134 140 127 140 116 106 105 112 102 108 106
合計 1,961 2,122 2,067 2,219 1,989 2,162 1,991 2,102 1,809 1,858 1,758 1,937 1,711

2013年3月期 2014年3月期 2015年3月期
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2013年3月期 2014年3月期 2015年3月期 2016年3月

期

事業別売上高四半期推移

ＧＡＭＥ フィットネス ボウリング 施設管理 その他
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業績ハイライト 事業別売上高トレンド

フィットネス事業が、初めて売上シェアＴＯＰに！

38.8%

27.9%

14.7%

11.6%

6.9%

部門別売上シェア 2013年3月期

ＧＡＭＥ事業部 フィットネス事業部 ボウリング事業部

施設管理事業部 その他

32.2%

32.4%

14.3%

14.9%

6.2%

部門別売上シェア 2016年3月期 １Q

ＧＡＭＥ事業部 フィットネス事業部 ボウリング事業部 施設管理事業部 その他

売上高／シェア

ＧＡＭＥ事業部 3,250 38.8% 3,184 38.6% 2,445 33.2% 551 32.2%

フィットネス事業部 2,339 27.9% 2,378 28.8% 2,282 31.0% 555 32.4%

ボウリング事業部 1,231 14.7% 1,219 14.8% 1,135 15.4% 244 14.3%

施設管理事業部 975 11.6% 974 11.8% 1,072 14.6% 254 14.9%

その他 576 6.9% 490 5.9% 430 5.8% 107 6.2%

合計 8,371 100.0% 8,245 100.0% 7,364 100.0% 1,711 100.0%

2013/3期 2014/3期 2015/3期 2016/3期１Q
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業績ハイライト ＧＡＭＥ事業

ゲームセンターは、業界全体引き続き厳しい逆風
５月に営業引継ぎ出店した南福島店も計画下回る。 残存者利益狙い、
引き続き、いい物件あれば出店意欲旺盛だが、既存店退転もあり得る！
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ＧＡＭＥ売上高・営業利益四半期トレンド

営業利益 売上高 （単位：百万円）

ＧＡＭＥ 2016年3月期

１Ｑ ２Ｑ ３Ｑ ４Ｑ １Ｑ ２Ｑ ３Ｑ ４Ｑ １Ｑ ２Ｑ ３Ｑ ４Ｑ １Ｑ

売上高 747 840 790 871 766 857 748 811 592 655 580 615 550
営業利益 44 60 22 104 46 80 10 75 29 66 22 57 21

2013年3月期 2014年3月期 2015年3月期
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業績ハイライト フィットネス事業

フィットネス事業も、必ずしも絶好調ではないが原因明確
①有料プログラム（加圧トレーニング）の低調 ②物販の低調

→ 健康グループとの連動による新たなプログラム・サプリの開発！
③ホットヨガ札幌店の失敗 → 撤退 業態転換
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フィットネス売上高・営業利益四半期トレンド
営業利益 売上高 （単位：百万円）

ﾌｨｯﾄﾈｽ 2016年3月期

１Ｑ ２Ｑ ３Ｑ ４Ｑ １Ｑ ２Ｑ ３Ｑ ４Ｑ １Ｑ ２Ｑ ３Ｑ ４Ｑ １Ｑ

売上高 581 588 583 585 601 600 589 586 589 574 550 567 555
営業利益 49 90 65 48 68 80 73 50 73 76 55 59 56

2013年3月期 2014年3月期 2015年3月期
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業績ハイライト ボウリング事業

ボウリングの復調は、今後に期待大きい！
前期第４四半期より回復傾向。売上上昇分・固定費減少分が全て利益に
ピンマスキングを広告媒体化、アルコール販売強化等で、附帯収入増！
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ボウリング売上高・営業利益四半期トレンド
営業利益 売上高

（単位：百万円）

ﾎﾞｳﾘﾝｸﾞ 2016年3月期

１Ｑ ２Ｑ ３Ｑ ４Ｑ １Ｑ ２Ｑ ３Ｑ ４Ｑ １Ｑ ２Ｑ ３Ｑ ４Ｑ １Ｑ

売上高 279 273 298 380 290 271 304 352 246 242 286 359 244
営業利益 10 △ 24 23 111 8 △ 15 27 66 △ 25 △ 38 34 105 △ 4

2013年3月期 2014年3月期 2015年3月期
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業績ハイライト ＢＳ 連結開始

６月末で、譲受したエムシーツーグループのＢＳを引き継ぐ
流動負債増えるも流動資産も増えてるので問題なし

2014年3月期
期末

比率
2015年3月期

 期末
比率

2016年3月期
 1Q 単独

比率
2016年3月期

 1Q 連結
比率

流 動 資 産 1,280 12.9% 1,383 14.3% 1,162 12.3% 1,715 17.0%

固 定 資 産 8,590 86.5% 8,182 84.8% 8,229 87.0% 8,279 82.2%

繰 延 資 産 59 0.6% 78 0.8% 73 0.8% 73 0.7%

流 動 負 債 3,644 36.7% 3,033 31.4% 2,639 27.9% 3,244 32.2%

固 定 負 債 4,394 44.2% 4,418 45.8% 4,673 49.4% 4,673 46.4%

純 資 産 1,891 19.0% 2,193 22.7% 2,150 22.7% 2,150 21.4%

総 資 産 9,930 100.0% 9,645 100.0% 9,464 100.0% 10,068 100.0%



２．フェーズ２への試み
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① 新ダイエットプログラム導入
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タクシー広告(案)

新グループダイエットプログラム モニター開始！

最大４人のゲスト＋１人のトレーナー
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85.5Kg 80.9kg

10月1日より
本格的ＣＭスタート！

７．１３ モニタースタート！
あと１ヵ月後が楽しみ！

ＲＩＺＡＰの経験ノウハウとSDﾌｨｯﾄﾈｽとの融合！
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仲間がいるからがんばれる！

お得なチーム価格設定も検討中！

母親と娘で
一緒に入会も！

娘さんが受験で太っちゃって、なんとかしたい！
やってみたいけど、一人で行くのは、ちょっと不安だし…。
じゃあ、お母さんも頑張るから、お前も一緒に頑張るかい？
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独自サプリメントシリーズ開発中！

① シリーズ開発中！
・ カット系サプリメント ・ 代謝サポートサプリメント

② ＧＬＯＶＹ プロテイン リニューアル開発中！
・ スイーツプロテイン（抹茶ラテ他） ・ 青汁プロテイン

※処方・おススメの方法 改善！ ＜社内教育重視＞

ラインナップの充実
デザインの共有

現状乏しいラインアップと統一性ないデザイン

物販収入比率ＵＰ！
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今後の展開シナリオ① 国立店にてテスト
↓

② ブラッシュアップして、
既存フィットネス14店舗に展開

↓

③ 単独店の展開・他社フィッ
トネスへの入店（提携Ｍ＆Ａ）

↓

④フィットネス店舗自体の利益
率向上 → 新規出店も可能に

③ 道内大型複合施設スガイ
ディノス内でテスト
～ボウリング・ゲームスペース縮小して、

ＦＩＶＥorＦＩＶＥ入りのフィットネス入店～

↓

④ 道内大型複合施設スガイ
ディノス内に５店舗展開

↓

⑤ 他社複合アミューズメント
施設の再生（Ｍ＆Ａ）も可能

一番重要なのは、人材トレーナー育成！

ＲＩＺＡＰ研修ノウハウの全面バックアップ

ＲＩＺＡＰとの異なるエリアとニーズの取り込み
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●主要KPIの改善 ※健康グループノウハウ注入

� SDフィットネスの独自性を
わかりやすく伝えるツール・トークスクリプトの
作成

� スタッフモチベーション向上施策の導入

目標 ： 入会率を７０％に改善

� 主要ターゲットである
中高年層が求める設備・
プログラムの整備

目標 ： 退会率を３％以下に維持

2015年 従来 4月 5月 6月 7月

見学入会率 58% 56.9% 64.4% 59.3% 60.2%

退会率 3.6% 3.7% 3.3% 3.9% 3.4%

効果現れ出した所で → 店名変更一周年記念で10月キャンペーン 見学数を増やす！



２．フェーズ２への試み
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② Ｍ＆Ａ
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Ｍ＆Ａ① エムシーツーグループ

① 事業の概要
・通信事業
・カウネット事業
・訪問介護事業
・コールセンター等

② Ｍ＆Ａの目的
・健康コーポレーションのコールセンター
部分を除いて、その他の事業は、
河野正が創業した会社・事業なので、
河野正が経営した方が
うまくいくのでは？ が きっかけ

・当社にとっては事業拡大
・介護事業の連動
・コールセンター活用等

エムシーツー ＩＴグループ

ＩＴﾃﾚﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ

ＩＴネクスト
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Ｍ＆Ａ① エムシーツー 連結開始

・売上年間８億円前後（グループ外前期実績）
・営業利益６０百万円前後（グループ外前期実績）

※ただし、 受け入れ態勢遅れにより
損益反映 期初から →  第2四半期からに

・売上･利益とも上記の約３／４見込む

◇今期の業績上乗せ効果
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Ｍ＆Ａ② フォーユーグループ

◇取得の目的
【介護事業の改善・拡大】

① 介護事業の店舗網６店舗の取得

② ＳＤ・ＩＴグループの既存介護事業の見直し改善

③ 対象会社社長個人の資格とノウハウの優位性による介護事業拡大
・理学療法士のいる介護会社は多数あれど、経営者が理学療法士の介護会社は希少価値。

・最新の理論と需要と法体系をよく理解した事業モデルの構築が期待できる。

・他社所有の介護事業の取得（Ｍ＆Ａ）・立て直しも視野に。

【通信事業の効率化・拡大】

① エムシーツーと同様の通信事業の取得

② エムシーツー（ＩＴグループ）の通信事業

との連携・効率化
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Ｍ＆Ａ② フォーユーグループ

◇契約締結後のアクション

①介護既存各施設の立て直し
（閉鎖・移転含む）

② 既存通所介護デイサービス
の事業モデルの確立

③ 新規事業の着手・展開

（訪問介護・訪問看護ステーション・
訪問リハビリ・放課後デイサービス..）

☆訪問看護ステーションが成長のキーポイント



２．フェーズ２への試み
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既存施設
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既存施設 GAME
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●機種構成の⾒直し急務！

残存者利益の確保へ

《 当社の特徴 》
ボウリング・シネマ等との複合大型施設が多い
機種の不⾃由より、営業時間朝までを優先し、
風営法対象外スペース多い

→ 風営法対象スペース増やす方針へ
理由① 深夜営業の客数減
理由② 好調なビデオゲーム拡充が売上貢献大

営業時間より、設置機種の⾃由を優先へ
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既存施設 ボウリング
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●「ファミリー層への訴求」

LTB（learn to bowling）

《はじめてのボウリング》 CM動画より

視聴回数などで、来場きっかけ作り共に、お客様のニーズ探る
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●固定客化の推進

LTB（learn to bowling）

シニア層活況！
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●「附帯収入の増」

LTB（learn to bowling）イベントGirl による飲料デリバリー マスキング広告
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●プロボウラー「寺下智香」

LTB（learn to bowling）BS日テレ「Pリーグ」でも活躍する若⼿⼥⼦プロボウラー
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シネマ事業
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●大ヒット作目白押しの今夏公開映画
・ジュラシック・ワールド
・ターミネーター最新作 ・インサイド・ヘッド
・ミッション・インポッシブル最新作 ・ミニオンズ
・バケモノの子 ・HERO最新作
・進撃の巨人（実写版） ・ラブライブ！

●秋・正月番線も期待作続々公開予定！
・スター・ウォーズ最新作
・００７シリーズ最新作 ・ロッキー新シリーズ
・三谷幸喜監督 ・ 山田洋次監督最新作
・MOZU劇場版 ・妖怪ウォッチ最新作
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●施設管理事業

自社所有道内大型複
合施設のビル管理内製
化によるノウハウ蓄積

ファシリティマネジメント業務
の事業化実現具体化へ

小型案件だが、請負実績増える！ 下期にはうまくいけば大型契約へ



３．ご参考
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●株主優待制度等
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株主優待の充実《年２回実施》

所有株式数 優待内容

100株
（分割前50株）

 当社株主優待券（映画・ボウリング等ご招待券）４枚
 または、3,000円相当の健康コーポレーショングループ商品

200株
（分割前100株）

 当社株主優待券（映画・ボウリング等ご招待券）８枚
 または、6,000円相当の健康コーポレーショングループ商品

400株
（分割前200株）

 当社株主優待券（映画・ボウリング等ご招待券）１６枚
 または、12,000円相当の健康コーポレーショングループ商品

600株
（分割前300株）

 当社株主優待券（映画・ボウリング等ご招待券）２０枚
 または、15,000円相当の健康コーポレーショングループ商品

1,000株以上
（分割前500株以上）

 当社株主優待券（映画・ボウリング等ご招待券）２４枚
 または、18,000円相当の健康コーポレーショングループ商品
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新株予約権の権利行使状況

１株当たり配当予想 8.86円の前提条件は
１：２の分割後の金額（株数２倍）、かつ
新株予約権が93万株増加を予想しての試算

ただし、新株予約権権利行使低水準
→ １株当たり配当予想試算の分母より少ない現状

今の市場環境では分母あまり増えそうにない

→利益達成なら１株当たり配当予想の増加要因に？

配当性向３０％公約！

8月時点で、15万株行使、約１億円増資完了

→ Ｍ＆Ａ資金に充当できた
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ご清聴ありがとうございました。

免 責 事 項

本資料は、当社および当社グループの企業説明に関する情報の提供を目的としたもので

あり、当社が発行する有価証券の投資を勧誘することを目的としたものではありません。

本資料に記載された意見や予測等は、資料作成時点の当社の判断であり、その情報の正確

性・完全性を保証または約束するものではなく、今後、予告なしに変更されることがあり

ますので予めご了承ください。

ＳＤエンターテイメント株式会社

http://www.sugai-dinos.jp/company/

（東証 JASDAQ 証券コード4650）


